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うっかり消去防止ソフト　ソフトウェアマニュアル

うっかり消去防止ソフト

ソフトウェアマニュアル



「うっかり消去防止ソフト」はUSB メモリやサーバー上で削除したデータ
をPC 用ソフト経由で、USB メモリへ自動で移動することでデータの誤
消去を防止するソフトです。

仕様

はじめに

対象USB メモリ
うっかり消去防止ソフト
https://www.elecom.co.jp/r/221

対応 OS Windows11/10/8.1

MF-USB3xxx シリーズ、MF-APKU3xxx シリーズ

URL
ソフト名



❷「うっかり消去防止ソフト セットアップ」ウィザードが起動します。

※プログラムのバージョンにより
ファイル名称が異なる場合があります。

インストールする前に…
●管理者制限を持つユーザーアカウントでログオンしてください。

●すべてのWindowsⓇプログラム（アプリケーションソフト）を終
了することを推奨します。

●本製品は「.NET Frameworkｖ4.7.2」以降を必要とします。
インストールしてください。

●本製品はMF-USB3xxシリーズ、MF-APKU3xxxシリーズのUSB
メモリのみ対応しています。
非対応のUSBメモリの場合、ゴミ箱の設定はできません。

うっかり消去防止ソフトをインストールする

以降のインストールプログラムの画面はOS によって異なりますが、
手順は同じです。

うっかり消去防止ソフトを入手するには下記の弊社Webサイトに
アクセスし、最新版ソフトをダウンロードしてください。
https://www.elecom.co.jp/r/221

うっかり消去防止ソフトをインストールする
うっかり消去防止ソフトを入手する

❶「うっかり消去防止ソフト」のインストーラーを
ダブルクリックします。



❸「次へ」をクリックします。

❹「使用許諾契約」のウィンドウが表示されますので、契約内容
をお読みの上、「同意する」を選択して「次へ」をクリックします。



❻「次へ」をクリックします。

❺「インストールフォルダーの選択」のウィンドウが表示されます
ので、「次へ」をクリックします。

　　※インストール先を変更するには、 「参照」をクリックして
インストール先を指定してください。



❼「閉じる」をクリックします。

❽ご使用のPCを再起動します。

これで うっかり消去防止ソフト のインストールは完了です。
※うっかり消去防止ソフトはWindows起動時に自動で起動します。
　本ソフトウェアが起動した際にポップアップで通知されます。



再起動後、「初期設定ウィザード」が起動します。

設定手順については、次項「うっかり消去防止ソフトを使用する」を
ご覧ください。

「うっかり消去防止ソフト」を再インストールする場合は、
一度アンインストールしてください。

⇨うっかり消去防止ソフトを使用する

⇨うっかり消去防止ソフトをアンインストールする



アプリケーションを移動するうっかり消去防止ソフトを使用する

インストール後、PCを再起動すると「初期設定ウィザード」が起
動します。

本ソフトウェアに対応したUSBメモリをUSBポートに装着します。

うっかり消去防止機能の初期設定をする



❶「次へ」をクリックします。

❸ごみ箱の設定をして「次へ」をクリックします。
　　・作成するごみ箱の最大サイズを、容量またはパーセンテージで指

定してください。
- ごみ箱の容量を超えるデータを削除した場合は、作成したごみ
箱に移動せず完全に削除されます。
- ごみ箱に移動したデータが容量を超えた場合は、古いものから
順に削除されます。

　　・『古いファイルを自動的に削除』に✓を入れると、指定した日数を
経過したデータは削除されます。

❷ごみ箱に設定するUSBメモリを選択し「次へ」をクリックします。
※MF-USB3xxシリーズ、MF-APKU3xxxシリーズのみ設定可能。
非対応USBメモリの場合、選択画面に表示されません。



❹「次へ」をクリックします。
※USBメモリの名前を変更する場合は入力します。
　最大文字数は64文字です。



❺確認して「完了」をクリックします。

●これで設定したUSBメモリ内にごみ箱が作成されました。
USBメモリ内のデータを削除しても完全消去にならず、作成さ
れたごみ箱に移動されます。

※本ソフトウェア動作時にのみ機能します。



追加設定したい本ソフトウェアに対応したUSBメモリをUSBポート
に装着します。
※設定可能本数は最大5本までです。

❶「うっかり消去防止ソフト」を開く。
　　※「うっかり消去防止ソフト」は自動で起動します。

タスクバー、またはスタートメニューにあるアイコンを
クリックしてください。

うっかり消去防止機能の追加設定をする

❷「USBメモリ」をクリックします。



❸「追加」をクリックします。

❹追加するUSBメモリを選択し「次へ」をクリックします。
※MF-USB3xxシリーズ、MF-APKU3xxxシリーズのみ設定可能。
非対応USBメモリの場合、選択画面に表示されません。



❺ごみ箱の設定をして「次へ」をクリックします。
　　・作成するごみ箱の最大サイズを、容量またはパーセンテージで

指定してください。
- ごみ箱の容量を超えるデータを削除した場合は、作成したご
み箱に移動せず完全に削除されます。
- ごみ箱に移動したデータが容量を超えた場合は、古いものか
ら順に削除されます。

　　・『古いファイルを自動的に削除』に✓を入れると、指定した日数
を経過したデータは削除されます。



❻「次へ」をクリックします。
※USBメモリの名前を変更する場合は入力します。
　最大文字数は64文字です。

❼確認して「完了」をクリックします。

●これで設定したUSBメモリ内にごみ箱が作成されました。
USBメモリ内のデータを削除しても完全消去にならず、作成さ
れたごみ箱に移動されます。

※本ソフトウェア動作時にのみ機能します。



※ごみ箱設定済みのUSBメモリを装着してください。
※設定可能なサーバーは最大5つまでです。

❶「サーバー」をクリックします。

サーバーの設定をする

❷「追加」をクリックします。



❸サーバーアドレスを入力、またはフォルダを選択し「OK」
をクリックします。

❹「OK」をクリックします。

●これで設定したサーバー内のデータを削除しても完全消去にな
らず、USBメモリに作成されたごみ箱に移動されます。

※大容量または多数ファイルをサーバーから削除する場合、時間
がかかることがあります。
※本ソフトウェア動作時にのみ機能します。



⇨うっかり消去防止機能の追加設定をする

USBメモリを装着していない場合
設定したサーバー内のデータを削除すると、USBメモリの装着を促
す確認画面が表示されます。

ごみ箱設定済みのUSBメモリを装着してください。
ごみ箱設定していない場合は、追加設定をしてください。



USBメモリのごみ箱内のファイルを右クリックして「ごみ箱から元に
戻す」を選択、またはドラッグ＆ドロップで任意のフォルダへ移動
することで、復元することができます。
※元に戻す先のフォルダを削除済みの場合はフォルダを作成して
戻します。

※復元先に同じ名前のデータがある場合は、ファイル名に(001)、
(002)･･･と連番を追加して保存します。

データを復元する



うっかり消去防止ソフトをアンインストールする

うっかり消去防止ソフトを再インストールする場合は、一度うっ
かり消去防止ソフトをアンインストールしてください。
※OSによってアンインストール手順が異なります。

❶画面左下のスタートボタンを右クリックして「アプリと機能」
をクリックします。

❷インストールされているプログラムの一覧から「うっかり消
去防止ソフト」を選択し、「アンインストール」をクリックしま
す。



「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたとき は、
［はい］または［許可］をクリックします。

❸「アンインストール」をクリックします。



❹これでアンインストールは完了です。

商標等について
・本取扱説明書の著作権は、エレコム株式会社が保有しています。
・本取扱説明書の内容の一部または全部を無断で複製/ 転載することを禁止させ
ていただきます。

・本取扱説明書の内容に関しては、万全を期しておりますが、万一ご不明な点が
ございましたら、弊社総合インフォメーションセンターまでご連絡願います。

・本製品の仕様および外観は、製品の改良のため予告なしに変更する場合があり
ます。

・実行した結果の影響につきましては、上記の理由にかかわらず責任を負いかね
ますのでご了承ください。

・本製品のうち、戦略物資または役務に該当するものの輸出にあたっては、外為
法に基づく輸出または役務取引許可が必要です。

・Windows はマイクロソフト企業グループの商標です。
・その他の会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。


